
ナノグラファイトクラスターにおける欠陥ダイナミクスの SERS 分析 

Analysis of defect dynamics in nano-graphite clusters by SERS  
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【序】SERS が発現している金や銀のナノ粒子 2量体の間隙ではプラズモンによって場のモード体

積が 1 nm
3程度となり、その結果生じる強い電磁増強効果のため超高速蛍光遷移やプラズモン分

子強結合などが生じる[1-3]。また数オングストロームの分子揺らぎも観測可能となる[1]。このよ

うな極限的な場においては分子自身も大きな構造変化を示す[4]。今回 SERS スペクトル変化を詳

細に観察することで 2 量体間隙での少数色素分子がクラファイトに変換される過程とグラファイ

ト内に生じた sp
2カーボン欠陥のダイナミクスが観察可能となることを見出したので報告する。 

【実験】銀ナノ粒子分散液 (~10
-10

 M)/4種類の色素(ローダミン 123、ローダミン 6G、ローダミン

B、クリスタルバイオレット(CV) (<10
-8

 M)/NaCl (2 mM)

の混合水溶液をガラス基板上にスピンコートし倒立顕微

鏡に配置した。そして、白色光とレーザー光(波長 532、

561 nm)で銀ナノ粒子 2量体の SERSスペクトルとプラズ

モン共鳴スペクトルを測定した。 

【結果と考察】FIG. 1a1-a5 は単一銀ナノ粒子 2 量体に吸

着した CV数分子がカーボンクラスターに変換され、その

カーボンクラスター内において sp
2 カーボンの欠陥が発

生(a1→a2)し消失(a4→a5)する様子を示している。このピ

ーク分裂と融合はトポロジカル欠陥等の様々な種類の欠

陥の挙動として説明できる [5]。また、Gバンドと D バン

ドの強度比からカーボンクラスターの詳細な揺らぎが sp
2

結晶サイズLaのオングストロームオーダーの変化として観

測可能となることを見出した。詳細を当日報告する。 
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FIG. 1a1-a5. Temporal changes in 
SERS spectrum of carbon cluster 
showing temporal changes of 
topological defects. 
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